
足部傷害統計と安全履物について

I 災害統計

ここに使用した災害件数は昭和25年の全国死傷報告書‘

中から北海道，東京，神奈川，愛知，大阪，兵庫，広島

福岡の 8都道府県の金属工業，機械器具工業，土木建築

莱，貨物取扱業の 4業種についてとつたものである。

A. 種業別及び原因別分類

足部災害の原因はその大部分が作業行動に基くもので

あるが，これを落下物，倒懐，踏み抜き，転落，滑り，

火傷，車に礫れた，その他に分類したo C第1表参照）

第、1 表
―莱 金機土貨＇

~~I: い：因 ェ築扱'
別業業業業 1 率

落下物 894 2, 075 814 2, 094 5, 877 38. 5 

倒壊 174 479, 205'656 1,514, 9. 91 

踏み抜き 134 2991 4501 365 1, 2481 8. 2 
I 転落 101 345 518 662 1, 626 10. 7 

滑り 107 rno1 1611 220 678 4. 4 

狭，圧 '112 3251 2471 460 1, 144 7. 5 

火傷 284 225; 20 70 599; 3. 9 

車に礫れた 17 70'. 921 I 79 258 1. 7 

その他 301 585 498、 9382, 3221 15, 2 

計 12,124 4, 593! 3, 0051 5, 54415, 266! 100. 0 

百分率 I13.9 30.11 19.71 36.3 100.01 

足部災害を業種別に見ると機械器具工業と貨物取扱業

が各原因とも圧倒的に高率を示し士木建築業は踏み抜き

転落，車に鰈れた等金属工業では火傷災害が目立つてい

る。

これを原因別に見ると落下物によるものが足部災害件

数の38.5%で最も高く，又この落下物災害は貨物取扱業

と機械器具工業とで70%以上を占めているe

貨物取扱業では木材の積み卸中の丸太，角材，原木等

の転落，或は跳返り，積み重ねた酸素ポソベ， ドラム罐

等の崩れ落ち，本船又は貨車に貨物の積み卸中の貨物の•

落下等が主である。

木材による傷害はその積み卸の際投げ出したり，或は

木材を引き出すとき不意に滑り出して来た為に負傷した

ものが多いe

酸素ボソベやドラム罐等の様に円形の容器を横積みに

高く積み重ねた場合は，厳重な崩れ止めがないと高く積

み上げる程危険である。

従てその積み方や崩れ防止等についても特別の考慮を

払われることが肝要である。

本船での貨物の積み卸し作業は作業場が極めて狭いの

で危険にさらされる機会が多い。

従て揚重機による貨物の揚げ卸しの際始めと終りは成．

可＜緩かに且垂団に上下して横ぶれをなくする様にすれ

ばここでも災害の減少ほ充分期待出来得ると思われる。

野外においてあつた荷物の手による運搬では雨天で荷

物がぬれていたために手から滑り落ちて負傷したものが

相当にある。

これは特に荷物を持ち上げた瞬間に起り勝ちであるか

ら重量物を持ち上げる場合の腰がまえ，足の位置等につ

いては各自が細心の注意を払う必要がある。

機械器具工業では積み重ねた鋼管，棒鋼，錆板等の崩

れ落ち，或は滑り落ち，グレーソで多くの品物を一度に

吊り上げたためその一部が落下した，又は作業台から加

工品，工具類の落下等によるもので物の積み方置き方の

悪いのが原因である。

次は転落災害であるが，これば作業者が高所からの墜

落とその場での転倒，飛び降り等が含まれているのであ

つて足部災害の10.7%を占めている。この災害は貨物取

扱業と土木建築業とでこの原因によるものの72.5%を占

めており，その内貨物取扱業は貨物の上から単独で或は

貨物と共に転落，連搬中の転倒等が主である。自動車に

よる貨物運搬で荷物の上に乗っていたので，車が急カー

プをした際振り落されて負傷したという様なことが未だ

に繰返えされている。こんな事は何人も危険であること

を承知していながら，尚その跡を断たないことは作業者

及び指導的池位の人は安全の推進に対して大いに責任を

感ずべきであろう。

土木建築業では建築の作業場が立体的となり復雑化す

るので足場上の通行中の踏み外し，或は足場板が外れて

墜落したり，作業中に階段や梯子等からの墜落災害が多

い。この災害の中で飛び降りて足部を負傷したのが 158

件あるが，その約半数は危険を感じて，やむを得ず飛び

降りたものである。しかし他の半数は故意に飛び降りて

負傷したもので，これも安全教育の徹底しない証拠であ

る。

倒壊物による災害は全足部災害の約10¼でやはり貨物

取扱業と機械器具工業が最も多く，これは撃突，振動，

その他による物の倒れ，崩れ等による傷害である。

踏み抜きによる災害は土木建築業に特に多く，建築の
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現場で板に打ち付けられた古釘の踏み抜きによる傷害が

大部分であつて珪築の現場に於ける足元の乱雑なる環哀

を明に示している。

火偏災宙は金厖工業に多く殆ど溶解金屈による火偽で

あつて出銑注湯の際の場のこぽれ又は湯の飛沫，阪鍋で

迎搬中の湯のこぼれ，鋳型の合せ目からの湯の噴き出し

涸地に楊をこぽした等の原因によるものである。ここで

件数は少いが貨物取扱業にある火偽災害は特異的なもの

で薬物運搬の際の容器の破損したために起つたものばか

りで内容物は塩酸，硫酸，硝酸，苛性曹達等の劇薬によ

るものである。

B. 重蚤別 分類

蒋 F物；化に倒壊物による災害を落下或は倒壊した物の

諏によつて分類すると第2表に示す通りである。

第 2 表
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物の落ちた高さは0.5米位から3~4米位迄が大半を

占めており．傷害の程度は落下の高さや浴ちた物の霞櫨

には余1）関係はなく，たとえlllfのものでもその当り処

が想いと相当ひどい負俗をうけるという様な状態であ

る。

C. 傷害部位別分類

洛下物による足部災害を厖営部位別に分類すると第3

表の様になる。

第 3 表

こ爪先1足背その他i計 f百分率

金屈工業 I471: 276: 147! 8941 15.2 
懐械器具工業 1,214 5851 2761 2, 0751 35.3 

土木建築業 3121 2551 247 814 13.8 

貨物取扱業I867 ,., ,35: ,. "'1 35 _ 
計 2,8641, 708 1,305 5,877, 100. 

百分率 48.71 29.0 22.2 100.0・ 

落下物災害の全件数5,877件中爪先の偽害が2,864件

で48.7%,足背が1,708件で29.0%となつている。

この表でその他に屈するものの大部分は関節の匝害で

あつた。金底工業と襟城器具工業とは何れも1記先の傷害

が50%以上であるということは何れも小物を手先によつ

て取扱う襟会が多い結果であり，足打の偽宮とその他が

貨物取扱業と機械器兵工業に多いのは前者に比して取扱

う品物が大きくなると手先の取扱ではなくなるので偏害

を受ける位況も変るのであると思われる。

Il 安全履物

足部災宮の頻発性に対してその防止策にいろいろな安

全腹物が考案されている。最も災宙率の高い爪先の防殴

用として履物の先嬬に錮板製の箱型爪先をかふ；せた安全

草腹があるc

宮呉第1は銅製箱型）K先を装入した安全帷であり，窮

窪真第 1

落下物では50Jtt以下の霞置による俗害が落下物災害件

数の64.1%でその大半を占めてお り，これを棠種別に見

ると楼披器具工業と貨物取扱業が断然多くなつている。

誤械器具工業に50旺以下のものによる｛訟害の多いのは

lヤ較的小さな加工品や工共類が作業台やその他のものの

上に相当乱雑に悦いてあった り，又これ等の品物を手に

よつて取扱う槻会が如何に多いかを物柄つている。

倒駿物では100班以下の露泣によるものの低也が60.1

％でここでは貨物取扱業が最iぷ位にあるが物の既き方背I
み方が悲い結果によるものである。
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哀第2は同じく安全草殷である。

浴下物による爪先の偽宮は第3表によれば2,864件で

あつて，これは第1表による全足部災害件数15,26辟Hこ

対して18.7%に該当するが，落下物以外の倒脳物その他

のI原因による爪先の｛紡害をも含めるときはこれ以上はる

かに高率になるであろう。

窟哀第 2

鋼製箱型I陣の強度にも限界はあるが，この様な安全

履物が有効に利用されるならば少く共，全足部災害の30

％以上が予防出来るものと思われる。現にこの安全雑を

履いていたお陰であやう＜難を免れたという喜ぷぺき報

告•も阿三受けている。

次に足背の偽害は落下物災害中の29%であるが，この

部分に対する保誤具は追憾乍ら現状では何等見るぺきも

のがない。これは保簸具を府用しても 作業行動が自由に

出来なければならないという条件を満すためには保陵具

の重最が余り璽くてはいけない事と，成可く身体に密麿

していることが紐ましい等の制限をうけるからであろ

ぅc 併しこの部分を充分に保毀出来る様な構造をもたせ

るにはど うしても重泣が窃み箱型爪先の捺に簡単に装備

するこ とが雖かしいからであろうが頻発性の特殊作業丈

けにでも済用出来る様な足背の保殺具の出現が災ましい

ものである。

踏み抜き防ii:用履物としては削t又は地下足袋のゴム底

の中に特殊の材料を入れたものが，最近次々と考案され

てし・ヽる。

窪兵第3に示したものはうすいゴム板の中間にうす銅

窪真第 3

’ 

板を入れた踏み抜き防止用の敷皮であるe 従来のコ・ム底

輯や地下足袋の中に敷皮として入られるので極めて低利

である。

中間に挟まれている鉗板の厚さは0.2粍と 0.4粍の二

種類がある。

うす銀板は敷皮全面一枚もので1まなく，幾枚も粧合せ

て歩行の場合柔軟性をもたせる様な樅造としてある。

この敷皮を 2寸釘によつて貫遥試験をし てみると，

0.2粍の銅板では静荷厭平均23冠で1',t通し，0.4粍の方

は44旺で直通する。

尚この敷皮を普通の地下足袋の中に入れて上記の貫通

試験を行った結果は第4表に示す通りである。

第 4 表 （単位は冠）

I Iてプ； 験部位―-丞 新j -~口
凹凸が少＜

I三類 山 1ー谷」記竺
敷皮なし，地下足
袋のみの強さ

I゚.2粍厚疇入I)
の敷皮使用

0.4粍厚銀板入り
の敷皮使用

24.2 , 23.3 24.5 

I I 
33.2 33.0 ' 39.0 

61.0 56.0 57.5 

地下足袋の賞通試験の結果は製造業者によつて，その

強度に幾分の違はあるが，大差はなくここに使用したも

のは比較的低い値のものである0 0.2粍厚の銅板を入れ

たものは普通の地下足袋より40~60%強くなっている。

踏み抜き像害は踏み付けた瞬間の条件によつて体重の

かかり方が屎るのであるが，この0.2粍厚の錆板ではま

だ充分とはいい類い様であるe

0.4粍淳の網板入りのものは135~152%強くなつてい

る。や（まりこの程笈の強さは必要であろうと思われる。

併し板厚を増せば強力にはなるが反面霞紙が嵩むことが

好ま しくないから板の材質を吟味することによつてうす

板でも充分強}Jなものが困られるであろう。

又板が極めてうすいのであるから若し板が腐蝕を起す

とその強度に大きく彩評し所期の目的と相述するものと

なるばかりでなく，皮靴等では却つて皮を傷めて悪い結

果となるからこの様なうすい箪板には必ず防銹加工を施

されることが是非必要である。

この様な踏み抜き防kの履物が一殷現場に普及される
捺になればこの侶宮の1,248件も絶滅可能な数字であ

る。

沿 I)止めの目的としては特に作業用履物として出来た

ものであれば何れも或程度の治IJ止めは考慮して造られ

ている様である。

殊に地下足袋では底に特殊の講造が施されている。併
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し床面に鉄板を敷きつめた圧延エ楊とか袖を扱う処では

特別の材質のものに沿り止めを施したものが必要である

がこの目的に沿うためにいろいろと研究も続けられ，最

近漸く製品も出来ている様である。従来のものは履物の

裏が庖耗するに従てその効果がうすらぐ様な欠陥があつ

たが，この点も早く改営され様に望むものである。

火傷災害に於て最も災臼率の高い溶解金屈を扱う作業

に対してはアスペス トの様な爾火材で出来た腟当，足カ

バー等がある し，酸等の様な薬品による偽宙防JI-.用とし

ては，何も特別なものを使用する必要はなく，普通のゴ

ム長拙或はゴム製の前掛等を使用しただけで充分予防し

得られるのである。従て火侶災宙の防止には適liぶした保

綾具を確実に使用しさえすれば，その目的ほ逹し得られ

るのであつて，要は防災に対する詔諾と熱意の如何i・こか

かつている。

I 安全靴の網製箱型爪先の強度試験

米国に於ける鍋製箱型爪先に関する規定を摘記すれば

その材質はコールドロールの高炭素銅（炭索含有拭0.60

-0.70%)で作られ焼入れ顧度ほロックウエルCスケー

ルで42~49,板厚は0.05-0.055吋 (1.27~l.40mm) 

でその試験方法は圧迫試験と街撃試験の二方法によるこ

ととなつている。

圧迫試験は荷殿をかける際常に平行に作動し，且つ箱

型爪先をカパーするに充分な上下面を持ていなければな

らない。荷重は2,500封度 (1,13哉I:)かけられる。

街慇試験は50封度 (22.7, 妊） の霊批のものを18吋(157

mm)の高さから落下させる。

この何れの試験にも 2分の1吋，(12.7mm)以上変形

したり割れを生じてはならないと規定されている．我国

に於て銅製箱型爪先が製造され使用し始められたのは極

く最近のことで，従てその試験方法に関する規定もまだ

できていない。

窃兵第 4

当研究所に於ては4噸のアムスラー型木材万能試験磯

の一部を改造して圧迫試験をなし C窟真第4参照）又衝

浮試験機は米国の規定に適合する様に新に設計製作し

たc 宮兵第5が当所製の衝撃試験牒である。

ぷ5兵第 5

窟真第 6

箕；其第6はM社製の鋼製箱型爪先であつて左が上部か

ら見たものであ加布が側面から見た窟哀である。

その材質は窟真第7の顕檄鋭組様に見られる様に殆ど

炭素を含有していない極めて軟い材質である。
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窟哀第 7

板厚は1粍であるが，このままでは圧迫試験に対し

60'.J妊迄しか耐られないc

紅 :/,'l,第 8

この材買のものを行跛)JI!里で焼入すると窃兵第8に示

す様なを［投となろ。

碩突：かコックウニルCスケールで58という碩lしものと

なるが，その反面極め-:I](([くなる欠陥があつて540冠程

度で屯裂を起して政接すも窃真第7に示すれ質のもの

を蕊炭したものが窪哀9に示す組袋であるc

紅兵第 9

これは780妊迄囮え得た最も成駅の良いものであつた。

同じ材質のもので1.2粍厚で出来た （熱処理をせず）も

のは900-1,000旺迄耐え得られた。併しこの爪先の街撃

試験の結果は2分の1II、j以上相当ひどく沢れた。

窃真第 10

同じ落下鎚を14吋の活さから浴した時はその変形が潮

く2分の 1吋に止る租度であつた。

窟真第lOt:l:N社製の鋼製箱型爪先であつて，その材質

は窃真第11の顕微鋭紐核に見られる様に，やはり炭素を

殆ど含有しない極軟銅である。板厚1ま1粍で田来ている

が耐圧迫力は700近であった。これも樹撃試験の結果ぱ

前記の 1.2粍の爪先と略同じであつた。

紀’兵第 11

• ＾ ・ ヽ今：

窃真第 12

窟真第12は米国製の安全竹に装入されていた鎮製箱型
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爪先である。板厚は1.2畔毛，焼入れ硬度はロツクウエル

Cスケールで50,焼入れたままの材夜の函I数笙組様は窟
真第13に示す様に国産品とは全然異ている。

この材質の化学成分は C.0.61, Si. 0.181, Mn. 

0.82, P.0.015, S. 0.031, Cu.0.084, Ni.Cr.Mo.Co. 

痕跡という低Mn錆l::::.i.丘い材質である。

紅真第 13

Mn鎖は耐慈耗性と耐面撃性に強い特性があるから，

箱型II¥先の様に硲下物の衝撃を受けるものには1'1nの含

有量の多い方が良いであろう。

この爪先の圧迫試験の結果は2,000妊でようやく 2分

の吋1変形した。又50封度の浴下鎚によるi姐各試験には

その変形値かに8粍に過ぎぬという強靱さを示した。し

かも国産品の坦合は窟哀第14に示す様に型全体が大きく

変形するがこの爪先は窟真第15に見られる様に衝撃を受

けた局部が，位に変形した丈で型全体と しては殆ど変彩

していない。

この襟1こ何れの試験の結果から見ても極めて悩秀な成

籟である。

窃真第 14

前記国産品はその材質が何れも極軟銹であつて熱処理

を施されていないから，その性能が米国品よりはるかに

劣るのは当然であろう。極軟鋭を使用する理由はプレス

で型絞りの際冷間加工するのに都合よいためであろうが

窟哀第 15

併し試験の結果は極軟銅では米団の規定までに性能を

引上げるためには，もつと厚い板を使わねばな らぬので

板厚を増すと爪先の重批が重くなつて余h好ましくな

い。

米国製品は翫紐｛屯に48瓦という軽さで然も極めて強靱

である。 これと同等の性能をもたせるためには高炭禁鑽

或は特殊鋼を使用する以外に方法はない。

箱型爪先の本来の似命は浴下物による災岩の防護にあ

るので街琺試験に対する成績は最も重要視されねばなら

ぬ。従てこの点から考えても麻炭索鋼を使用すべきであ

ろう。

w 米国製安全靴の網製箱型爪先の樟造
米国製の箱型爪先は窟真第12に見られる様にスマ-ト

に出来ており試験の結果も前記の様に極めて強靱である

その構造は第1図ー第4図に示した通りであるe

第 1 図

第 1図は平面図であるが箱型爪先の岡恨ljff)曲線は対象

的なものでなく，各々異ているので中心線も決定1:1:1来な

いが第1図に於'1.:aa'線を中心と仮定して作図した。こ

の外部曲線は9陀たの底面より 5粍上つた部分の外廓の曲
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線であつて，拇指側は稚短く小指側は長く而して爪先全

体を完全に覆い保護出来得る様な構造である。爪先の後

部は第1図に於て岡側曲線の後端ABの2点を通り底面

に60゚ の傾斜をもつ平面（第2図参照）によつて寂断さ

れている。

第 2 図

~~ 
従て中央のアーチの最高部はAB岡端より凹んだ構造

となつているから，歩行の際足先の背が金具に当る様な

事がない。第2図は第1図のaa'線に沿つた縦断面であ

る。
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第 3 図

s 
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第3図及び第4図は外廓曲線に対する切線に直角なる

各部の断面を表したもので，第3図は拇指側第4図は小

指側であり爪先の先端のTT'間は第2図の断面図と略同
襟である。

ア・ーチの岡側の曲線は全部24粍Rであつて，その中心

点の高さは場所によつて稽異ている。即ち第3図の拇指

側では後方に行く程高くなつているが．第4図の小指側

ではさ程高くなつてはいない。爪先の底周は 6粍Rで内

側に曲げられているので，この構造で歩行に支障なく雨

第 4 図

邸'It•=直角に見た 3圏
A 

f e d. C b UT 
44'紐"鼻胄に見ハ置
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圧的にも極めて強いのである。

尚この安全靴の裏底には全々金属を露出させない様に

苦心しされている。この事も作業現場に於ける感電防止

のため極めて重要な事であろう。

V 当所に於ける安全靴の研究

我国に於て鋼製箱型爪先を装入した安全靴を製造し始

めたのは前記の様に最近の事で米国製に比較するとその

性能はまだはるかに及ばない。従て箱型爪先の構造，材

質，加工，熱処理等については相当研究の余地があると

思われる。宮真第12の箱型爪先を装入した米国の安全靴

は一般現場で使用される安全作業靴ではなくて高級の紳

土靴という感じである。

当所に於ては我国の労務者の実際現場作業に適する様

な爪先の型を設計し同時にその材質，加工方法，熱処理

等について研究を重ね先分強靱なものを造つて各種現場

で試用してみるために目下その試作を進めつつある現状・

旦 .£... 

L ..Ji.. 

でる。

VI むすび

足部災害の原因を詳細に分析し適応した保護具を確実

に使用するときはこの災害の約半数以上は現在の保護具

でも完全に防止出来得るものと思われる。しかし各種の

安全履物が出現して未だ日浅く広く一般に知られていな

い事や，その真価が充分理解されていない様な情勢で，

これ等の保誤具をまだ使用されていない処が相当多い様

である。当研究所に於ては各種の保護具について性能試

験をなし，その成績は機会ある毎に公表しているのであ

るが有効なる保護具に就ては使用者側としても出来る丈

け現場の末端迄周知徹底せしめられ，購入その他に就て

も便宜をはかり；労務者が進んで使用出来る様に努力せ

られたならば，災害防止に寄与する処大なるものと信ず

る。
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